
一一19一

地質調査所における

地震災害調査及び火山噴火調査の変遷

山崎晴雄(環境地質部地震地質課)

亘aruoYAMAzAKI

地震災害調査の年表

1.表の説明

この表には地質調査所設立以来昭和57年6月まで

の間に行われた地震災害調査及びそれに関連する調査研

究を示した.表に示した項目は以下の5項目である.

①年:地震発生あるいは研究開始の年を示した.

②地震名等:地震名･発生目時･マグニチュｰドを記し

た｡地震以外には川崎隆起のように短期間に進

行し社会的反響の高まった地殻変動についても記した.

③調査者:調査に従事した地質調査所の職員名を記した.

同一調査について3名以上にわたる場合は原則とし

て筆頭者名･他とした.

④調査内容:戦前については地質調査所事業報告に記載

されている調査内容をそのまま用い調査期間の判明

しているものは記載した.戦後は緊急調査又は予察

調査と書き必要に応じてコメントを記入した.

⑤成果･報告･備考:調査報告書関連文献コメント

等を記した.

上記の他この表には関連する学会や機関の設立につ

いても記した.また1965年以降地震予知研究計画が

推進され地質調査所もその一翼を担って活発恋研究活

動を続けているがその中で行われている工技院特研や

科学技術庁時調費などによる研究も記載した.しかし

調査者名についてはこれらの研究に非常の多くの研究

者が参加しているので個人名は省略した.なお科技

庁時調費による研究では研究最終年度に研究調整局か

ら報告書カミ必ず発行されているがこの成果は他の学会

誌等に発表されるものも多いのでこの表では記載を省

略した.

2.地震災客調査の年表に関するコメント

地質調査所の地震災害の調査研究は主として大地震

の発生後ただちに現地に赴き被害や地変の状況を調べる

というものである.このスタイルは明治24年(1891)

の濃尾地震調査以来合目まで一貫している.しかし

学問の発展や社会情勢の変化につれてその調査内容に

も大きな変化が認められる.ここでは地質調査所の

地震災害調査研究の歴史を以下の四つの時期に分けて説

明しよう.

I)明治24年(濃尾地震:1891)～大正12年(関東大地震:

�㈳�

濃尾地震(1891)は文明開化後の日本カミ初めて経験し

たそして史上稀な大地震(M.8.4)であった.これに

よって愛知･岐阜の両県下を中心に死者7,273名

全壊家屋14万戸という大災害が発生した.ところで

この地震はまた明治以後に成長した我国の近代科学によ

る調査のメスが加えられた最初のものであった.地震

後地質関係でも多くの研究者が現地を調査したカミ地

質調査所からは巨智部忠承が赴き名古屋岐阜福井

等を巡回調査している.この報告で巨智部は地震は

断層の運動で生じたものであることまた地盤の強弱

により被害の程度が異なることを述べているのか注目さ

れる.

濃尾地震による大災害は政府に地震防災の重要性を

認識させ翌明治25年(1892)震災予防調査会カミ設立さ

れた･地質調査所からは巨智部所長が同会の委員とな

った･この震災予防調査会はその後明治20年代に

引き続いて発生した大地震の被害調査や地災調査等を積

極的に進め防災科学研究の中心的役割を果した.地

質調査所は同会の委託によって東京湾北部地震(1894)

等の調査を行ったカミ独自には詳しい調査は実施してい

ない.

明治30年代以降は大地震の発生回数が減り震災予防

調査会の地質関係の事業の中心は過去の大地震の再調査

や火山地質調査となった.地質調査所も明治42年(1909)

の江農地震以外には積極的な調査を行っていない.

II)大正12年(関東大地震:1923)～戦前

関東大地震は東京･横浜を中心に死者99,331名全

壊家屋約13万戸という未曽有の大災害を引き起こした.

そして房総･三浦両半島は隆起し南関東全域に顕著

な地殻変動が認められた.

地質調査所では所長井上福之助以下所員総動員で被

災地調査や各種地変の調査を実施した.この調査の報�
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表!地震災害調査

の年表

年��地震･地殻変動等調査者調査内容��成果･報告･備考

明治13年(1880)�一日本地獲学会設立(IIl,111.)���

明治15年(工882)����

明治24年(189ユ)�一地質調査所設立(II,13.).一･濃尾地震(X,28.M.8.4)i巨智都忠承1��濃尾地震調査�巨智部忠承(1891)濃飛越以下震災地機察報告

����地学雑､3,565-584.

明治24年(1892)�一震災予防調査会設立(皿､27)一���巨智部忠承:震災予防調査会専門委員(神学

�一震災予防調査会官制公布一���学)となる

明治27年(1894)�東京湾北部地震(W,20.M.�犬塚専一�千葉･神奈川県地裂線調査�犬塚専一(1895)房相両半島二夏ル地裂線調査

�7.5)��(震災予防調査会委託)�報文地質要報､29年1号

明治29年(1896)�陸羽地震(伽､31.M.7.5)�巨智部忠承�秋田県震災調査�巨智部忠承(1896)秋田県震災概査報告震予

����報､11,75～83.

明治42年(1909)�江農地震(㎜､14.M.6I9)�中村新太郎�江濃震災調査�中村新太郎(1909)江農地震調査概報地調報

����告､工5,1}28.

大正12年(1923)�関東犬地震(』X,1.M.7.9)�伊原敬之助��

��･他��

��井上嬉之助��

大正14年(1925)�北但馬地震(Y,23.M.7.O)�小倉勉�京都及び兵庫県震災地調査�小倉勉(1925)京都府及び兵庫県震災地調査報

���(W,12,725.)�文地調報告､93,1～35.

�一東京帝国大学地震研究所設立(W,4.)■���

昭和2年(1927)�北丹後地震(nI,7.M.7.5)�渡辺久吉�丹後震災地調査(m,9.一�渡辺久吉･佐藤文止(1928)丹後震災地調査報

��佐藤文止�29.)�文地調報告､1OO､卜102

昭和5年(1930)�北伊豆地震(皿､26.M.7.0)�伊原敬之助�北伊豆地震地調査(畑､2.�伊原敬之助･石井清彦(1932)北伊豆震災地調

��石井清彦�山18.I,21～m,1.lV,14.山22.�査報文地調報告､1121､､1～1n

昭和14年(1939)�男鹿地震(V,1.M.7.O)�遠藤六郎�秋電県男鹿半島震災調査�遠藤六郎(1939)秋田県男鹿半島の地震につい

���(W,11725.)�て地学統51,442-459二52ト5町1

昭和18年(19壬3)�鳥取地震(lV;10.M.7.4)���

昭和19年(1944)�東南海地震(孤､7.M.8.O)���

昭和20年(19壬5)�三河地震(I,13.M.7,1)���

昭和21年(1946)�南海地震(V皿､21.M.8.1)���

昭和23年(1948)�福井地震(VI,28.M.7.3)���

昭和24年(1949)�今市地震(W,26.M.6.4,6.7)�飯田汲事･�重力調査�飯田汲事･早川正己(1950)今市地震後の重力

��早川正己��損■1定地調月報､'1,136_138

昭和27年(1952)�十勝沖地震(m,4.M.8.1)�早川正己･�緊急調査�早川正已･猪木幸雄(1953)北海道十勝沖地震

��猪木幸雄��調査概報地調月報､4,321～329

昭和37年(1962)�一｢地震予知一現状とその推進計画｣(ブルｰプリントλ���

�地震予知計画研究グルｰプにより発表される1一���

昭和39年(1964)�新潟地震(珊､16.M.7.5)1佐藤茂F伸■予察調査���須貝貫二･佐藤茂(1964)新潟地震を予察して

��一新潟地震グルｰプの編成新潟地震防災総合調査研究(防災センタｰ担��地質ニュｰス､120.

��当)の一環として災害と地質の関係を研究.39名の研究者が参加一��新潟地震調査研究グルｰブ(1966)新潟地震調

��ll��査研究報告地調特別報告3号.

����須貝貫二･佐藤茂･牧野登喜男(1966)新潟地

����震予察報告地調特別報告4号､

�一測地学審議会､地震予知研究計画の建議(㎜､lO.)一���

昭和40年(1965)�一菟1次地震字知前面始まる(価J68)一���

�松代群発地震(w～〕.1'I���

昭和41年(1966)�一科技庁特研｢松代群発地震に関する研究｣('66-67)一���瀬谷清(1966)松代群発の重力探査地質ニュ

��il��一ス､144.

����沢村孝之助･垣見俊弘(1967)松代群発地震を

�一地質調査二所､第1次地震予知計画に参加一���さぐる'地質ニュｰス､149､

�一工技院特研｢地殻活構造の研究｣}一���}3テｰマあり①地震波速度の研究②

����･活構造の地性の研究③基盤構造の研究

昭和43年(1968)�えびの地震(I工.21,M.6.1)i福田理､他1緊急調査���福田理(1968)えびの地震予察調査速報(1)

��一科技庁時調費｢えびの吉松地震に関する特別研究｣18名参加一��地質ニュｰス､165､

����国立防災科学技術センタｰ(1971)えびの吉松

����地区地震に関する特別研究防災科学技術､

����26号

�1968年日向灘地震(W,1.���福田理･他(1968)えびの地震予察調査速報

�M.7.5)���(2)(日向灘沖地震の報告を含む)地質二

����ユｰス､169.

�1968年十勝沖地震(V,16､�黒田和男･�本所グルｰプ:青森･岩手�黒田和男･他(1968)1968年十勝沖地震地質

�M.7.5)�対馬坤六､他�県下の緊急調査�ニュｰス､168.

���北海道支所グルｰプ:二班�対馬坤六(1968)北海道道央南部地域の予察

���に分れ道内を調査�地質ニュｰス､168.

�一地震予知推進について閣議了解(V,24)一���

昭和44年(1969)�一測地審第2次地震予知計画を建議(W､.16｡)一一第2次地震予知計画('69-73)一���

�一工技院特研｢地震予知に関する地質学的研究｣‡一���出①爆破地震②地殻活構造

�一国土地理院に地震予知連絡会設置(W,1.)一���佐藤茂:地震予知連絡会委員となる｡

�咬ま竃中部地震(皿'9'M.1齢'1緊急調査���地質調査所(1970)岐阜県中部地震の震央地域

����の占める地質構造上の位置予知連会報､

��㈬���

昭和45年(1970)��一予知連､特定観測地域等を地域指定関東南都は鰍列強化地域に指定さ��

�れる(房総･三浦異常隆起のため)一���

��一科技庁時調費｢関東南部における異常地殻活動に関する研究｣('70)一��

�秋田県南東部地震(X,16､�垣見俊弘･�一緊急調査�垣見俊弘･衣笠善博(1971)1970年秋田県南東

�M.6.2)�衣笠善博��部地震地質ニュｰス､197.

����地質調査所(1971)秋田県南東部地震の地質学

����的背景子梵遠会報､5,24～27.

昭和47年(三972)�八丈島近海地震(II,9.M.�衣笠善博�緊急調査�衣笠善博(1972)1972年2月9日八丈島近海の�
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年�地震･地殻変動等�調査者�調査内容�成果･報告･備考

����

�八丈島東方地震(㎜､4.M.���地震について地質ニュｰス､214､

��木村政昭�緊急調査�

�7.2)���木村政昭(1973)南関東の地殻変動②地質二

昭和48年(1973)����ユｰス､224.

�根室半島沖地震(W,17.M.�衣笠善博･�緊急調査�

�7,4)���衣笠善博･山口昇一(1973)根室半島沖地震概

��山口昇一��報地質ニュｰス､230.

�一測地番､第3次地震予知計画を建議('74{'78)一���

昭和49年(1974)�第3次地震予知計画('74一'78)'���

�一工技院特研｢地震予矢口の地質学的研究｣一���3テｰマあり①地震波速度②地殻活構造

�伊豆半島沖地震(V,9.M.���③岩石破壊実験

��垣見俊弘･他.�緊急調査�

�6.9)���垣見俊弘･他(1974)工974年伊豆半島沖地震第

����一薮地質ニュｰス､240.

����垣見俊弘･他(1977)1974年伊豆半島沖地震調

����査報告地調特別報告6号

��一科技庁時調費｢伊豆半島沖地震に関する特別研究｣研究者15名参加一��

�脇常隆起問題1菱簸∵���

昭和50年(1975)�一工技院特研｢地盤変動に関する特別研究｣}一���}①地質構造･活構造②人工地震による地

����震波③水位･水質

����地質調査所(1975)川崎市東部における最近の

����水位上昇予知連会報､14,26一三28.

����地質調査所(1976)多摩川下流域における地下

����水位と水質の変化予知連会報､15,57-64.

����岸和男･永井茂(1975)川崎市における異常地

����盤隆起の原因を探る地質ニュｰス､254.

����垣見俊弘(1979)川崎隆起一地下水問題を中心

����に一地震予知連絡会10年のあゆみ､88中

����

�阿蘇北部地震(I,20.M.�曽屋龍典･他�緊急調査�

�5.5)���曽屋龍典･他(1975)1975年1月の阿蘇北部地

����麓地質ニュｰス､251.

�大分県西部地震(lV,21.M.�衣笠善博･�緊急調査�

�6.4)���衣笠善博･曽屋龍典(1975)1975年4月大分県

��曽屋龍典��中部地震について地質ニュｰス､251.

�一科技庁時調費｢平野部活断層探査｣('7ト'78)一���

昭和51年(1976)��一測地審第3次地震予知計茜のr部見直しについて.建議(孤)一伊豆半島異常隆起��

��一科技庁時調費｢伊豆半島東部の地盤隆起現象に関する特別研究｣地質調��

�査所は地下水に関する研究を分担一���

�山登竃東部地震(W'16.M.1琶瓢1緊急調査一地震地質課発足(X,1.)一���

�駿河湾地震説���

��一測地番､第3次地震予知計画の再度一部見直しについて建議一��

��一東海地域の常時監視体制の整備と東海地域判定会の設立(畑)一��

昭和52年(1977)��一科技庁時調費｢東海地域の地震予知｣('77山'78)･研究者23名参加一��

昭和53年(1978)�伊孟帯海地駿(I･'4･1小出仁.他1緊急調査���小出仁･他(1978)1978年伊豆大島近海の地震

����調査速報地質ニュｰス､284.

�一科技庁時調費｢1978年伊豆大島近海地震｣研究者12名参加���垣見俊弘･東野徳夫編(1979)1978年伊豆大島

��一工技院特研｢地震予知に関する地球化学的研究｣㍗'78-82)一��近海地震調査報告地調特別報告､.､7号

����‡2テｰマあり①地下水総合観測システム

����②地殻変動地域の化学成分の挙動

��一科技庁時調費｢フィリッピン海フレｰト北端部の地殻活動に関する総合��

�研究｣一���

�一大規模地震対策特別措置法成立(w)一���

�島根県中部地震(Vl,4.M.�加藤碩一･他�緊急調査�

�6.1)���加藤碩一(1979)1979年6月4日の島根県中部

����地震による墓石の被害について

����地調月報､30,421-431.

�宮城県沖地震(W,12.M.1�木野義人･�緊急調査�

�7.4)�佃栄吉��

�一予知連､地域指定の見直し=(晒､21).一���

��一工技院研究促進費｢宮城･福島県下の海岸段丘変形の研究｣一��岡重文･他(1981)福島県東海岸地域の段丘変

�一測地番､第4次地簸予知計画を建議(㎜)一���彩埆調月報､32,275-293.

昭和54年(1979)�■地震化学課･地震物性課発足(X,1､)一策4次地震予知計画('79J83)一���

�一工技院特研｢地殻活構造及び岩石破壊機構の研究｣}一���

��一科技庁時調費｢東海地方における地震前兆現象の検出に関する総合��.3テ∵マ①活断層の総合研究②全国活

����構造図の作成③観狽11強化地域の%石地質

�研究｣一���図幅の作成

��一科技庁時調費｢フィリッビン海プレｰト北端部の地震テクトニクスに関��

�する特定総合研究｣一���

昭和57年(1982)�浦河沖地震(1111,21.M.7.1)�石田正夫･�緊急調査�

��山口昇一･也��石田正夫･山口昇一･他(1982)日貿和57年(1982

����年)浦河沖地震地質ニュｰス､334､

���



一22一

苦は地質調査所特別報告として第1から第6までの

6巻が予定され第1巻の目次には全巻の報告名及び調

査者名が記された･しかし実際に印刷･発行された

のは第1及び第2の2巻のみであった､他の巻が発行

されなかったのは当時の井上所長が地震後に発足した

復興局へ出向どたり多くの調査事業も井上とともに復

興局へ引き継がれたためであろう.

関東地震を契機に地震と地形･地質との関係に多く

の地質関係者の関心が集まり新期の地殻変動に関する

研究カミ造んだ･この中で山崎直方は活断層に囲まれ

た傾動地塊の概念を提唱し関東大地震と地殻運動の関

連を説明した.

関東地震に引き続いて起きた北丹後地震(1927)及び

北伊豆地震(1930)の調査では地震の原因としての新

期地殻変動の概念を背景に地震断層の詳しい調査カミ行

われたことが特徴である.これらの調査では断層が詳

細に追跡され変位量の正確な測定や断層についての詳

しい記載平板測量による地震断層付近の実測図作成な

どが行われた(第1箇第2図).また地ヒり在どの

地災･地変についても詳細な記述が狂された.この時

期の調査はその記載が詳細･正確で今日でも地震断層

や活断層の研究にとって非常に高い資料的価値をもっ

ている.

III)戦中～終戦直後

昭和18年(1943)から昭和23年(1948)にかけて日本

ではほぼ毎年M.7以上の大地震が発生した｡これ

らの地震のうち鳥取(1943)･三河(1945)･福井(1948)

の各地震では地震断層が出現し東南海(1944)及び南

海道地震(1946)では明瞭な陸地の昇降が認められた･

しかし当時は戦中及び終戦直後の混乱期でありまた

地質調査所の調査の主力は資源調査に注がれていたため

これらの地震の調査は地質調査所の手では全く実施され

衣かった.

IV)昭和39年(新潟地震:1964)以後

新潟地震(1964)は戦後飛躍的な経済成長を遂げた

日本がその記念碑とも言うべき東京オリンピック開幕

を目前にして受けた大地震であった.テレビ放映され

た燃え上がる石油タンクや横転した鉄筋コンクリｰト造

りのアパｰト落下した橋板との映像は全国民に衝撃を

与えその後の地震予知研究の推進を刺激することにな

った.

地質調査所では地震発生後ただちに予察班を現地へ

派遣し地変･地災の状況を調査した.その後新潟

地震調査グルｰプカミ結成され科技庁予算によって災害

と地質の関係を多方面から総合的に研究した.以後

大地震や噴火等で災害カミ発生すると従来から行われて

いた個人又は数人による緊急調査だけでなく科技庁時

調費等を受けグルｰプによる組織的･総合的狂災害調

査研究カミ実施されるようになった.

昭和40年(1965)からは第1次地震予知研究計画が始

まり地質調査所は昭和41年(1966)よりこの計画に参

加した･これにあわせ工技院特研により地殻活構造

の研究を実施することになった.

その後松代群発地震(1965～68)えびの地震(1968)

岐阜県中部地震(1969)秋田県南東部地震(1970)八丈

島東方地震(1972)など群発地震やM.6～7の被害地

震カミ発生する毎に緊急調査が行われた.このうちのい

くつかについては科技庁時調費等による特別研究カミ実

施されることになり各機関カミ研究を分担して行った･

地質調査所でも多数の研究者カミこれらの研究に参加した･

昭和49年(1974)からは川崎市附近の異常地盤隆起か

問題となってきた.これカミ地震の前兆に結びつく地殻

運動か否かをめぐって議論となったが地質調査所では

地下水研究と爆破地震による地震波速度変化の研究を

もってこの問題に対処しそれまでの過剰な地下水汲み

上げで沈下していた地盤カミ波み上げの規制以後隆起に

転じて来たものと解釈した.この一連の研究で水位･

水質研究の重要性カミ認識され以後地質調査所の地震

予知研究の重要な柱となった.

昭和49年(1974)と昭相53年(1978)に伊豆半島に起

きた二つの地震(伊豆半島沖地震伊豆大島近海地震)では

明瞭な地震断層が生じた･これは福井地震以来26年ぶ

りのもので昭和40年以降急速に発展した活断層研究の

成果をふまえて地震断層の詳細な観察記載が行われた.

地震後科学技術庁時調費等によって地震と地質構造と

の関係衣とに関する多くの研究が行われ断層の余効運

動や断層の成熟度などに関する多くの新知識が得られた.

昭和51年(1976)10月1目に地震地質課カミ環境地質

部の1課として発足し地質調査所の地震予知研究地

震災害調査は組織的にも機能が強化された.さらに昭

和53(1978)年10月1目には地震化学･地震物性の2課

が設置され上記機能は更に一層充実した.

このように新潟地震以降地質調査所では被害地震

にっいてはほとんどすべて地震災害の緊急調査を行うよ

うになりそのうち特に重要なものについては時調費な

どにより組織的･総合的な研究カミ行われるようになった.

そしてこのようた研究の成果を背景に地質調査所は

地震予知研究体制の中で活断層研究による中･長期的

地震予知地下水位･水質研究による短期的地震予加

地震と地質構造との関係の解明等に関して重要な役割を�
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果たしている.

火山噴火調査の年表

1｡表の項目説明

表の項官は地震災害調査の年表とほぼ同じであ

るが地震名等の欄が火山噴火名等に代わってい

る､ここには噴火した火山の名称と噴火の目

時又は期間を示した1

�

圃暦

断行雁村郷

''之介萬三尺籟

����呈�之�

GO-MURAECH包LONFAULTSER肥S

S0泓]e]:30.OOO

2.火山噴火調査の年表に関するコメント

明治15年(1882)の地質調査所設立以後所員

が調査に派遣された最初の火山爆発は明治21年

(1888)の磐梯山噴火であった･これは史上稀狂

爆発で水蒸気爆発によって山体の北半分(小磐

梯)が崩壊し岩屑流として北麓地域を襲いこれ

によって裏磐梯の地貌は一変してしまった.地

質調査所から噴火後ただちに所長和田緯四郎と大

塚専一カミ現地調査に赴き噴火前の火山形状噴

火後の形状地質概略前兆現象爆発時の状況

被害等を調査し更に火山灰の化学分析も行って

いる･以後の火山噴火調査でも上記調査項目に

従った調査が行われている.

明治25年(1892)に設立された震災予防調査会

は各地の災害調査を行い火山噴火の時にも嘱託

の調査員を現地へ派遣したカミ地質調査所はこれ

とは別に独自の火山噴火調査を行っている.明

治時代の地質調査所では地震災害調査が震災予

防調査会の委託調査以外はほとんど行われたかっ

たのに比べ火山噴火調査の活躍ぶりが注目され

る.

このような中で明治26年(ユ893)吾妻山噴火

で惨事カミ起きた･調査に遣いた三浦宗次郎と西

山惣吉の2名が6月17目火口付近を調査中突然

の爆発による噴石に打たれて殉職したのである.

この事件は地質関係者ばかりでなく一般の人々に

も広く知れわたり当時の大き狂話題となった.

明治末から大正の初めにかけ樽前火山有珠

火山桜島などの大噴火が続き緊急調査カミ行われ

佐藤伝蔵は精力的にこれらの火山噴火を調査した.

これらの報告では噴火吏や火山噴火の状況噴

出火山岩の岩石学的記載などが詳しく述べられて

いる.とくに樽前山の噴火報告では高温計で測

定した火山ガスの温度資料カミ載っているのが興味

深い･この時代から噴火調査の総合化の兆しカミ

うかがえる.

第1図渡辺･佐藤(1928)の断層図(部分)

臼1�
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大正末から昭和の初めも十勝岳や北海道駒ケ岳の噴火

カミ続き詳しい火山調査が続けられたがその後戦時

色が強まるにつれ詳しい調査は不可能に匁ってきた.

昭和18～20年(1943～45)の昭和新山の活動では調査は

行われなかった.

戦後は昭和25年(1950)の大島噴火から緊急調査が再

亙･g.2.Th･童･h･1･nF1･･u･…nth･巫ua･1yRi･･亙i･蛆

nnatheDisp1肌｡e皿enセ｡n亡heCoun亡ryRondhTa】〕皿^

:B1･sin(E喜1.A)

リミ5

〆

㌧

酪連

事

開されたカミすべての火山噴火毎に調査が行われたわけ

ではなかった･一方戦後は火山物理学が大きく発展

し大学や気象庁によって火山噴火の際の集中観測や特

定の活火山の観測調査が行われ噴火時の情報も多量に

得られるようになった･社会的にも地震と並んで火山

噴火とその予知への関心も高まってきた.

このような状況を背景に地震予知研究計画

第

圖
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に遅れること9年で昭和49年(1974)から第

1次火山噴火予知研究計画カミ始まった.しか

しこれは各大学や気象庁の既存観測施設を拡

充強化することカミ主目的であったので地質調査

所は参加していない.

これに先立つ昭相48年(1973)日本は国際協

同観測計画(Geodyn.micsProj｡｡tGDP)に参

加し地質調査所ではこれを受けて工技院特研

で国際地球内部開発研究を開始した.これは

爆破地震によって火山帯の地下構造を探ろうと

するもので鹿児島湾地域等で研究が行われた.

この研究は従来地表踏査や岩石学的調査カミ

主体であった火山の地質学的研究に地球物理学

的手法を導入して従来得られなかった火山の

地下深部の情報を得ようとする画期的なもので

あった.このGDP研究は昭和52年度(1977)

で終了したカミ昭和54年度(1979)から始まっ

た第2次噴火予知計画には地質調査所も参加し

て工技院特研の火山地域の地質及び地下構造

に関する研究として火山地質図の作成ととも

に火山地帯の地下構造の研究へと発展している.

昭和52年(1977)の有珠山噴火昭和54年

(1979)の阿蘇山及び御岳山の噴火では噴火後た

だちに緊急調査が行われたがそれぞれ後で地

震災害調査の場合と同じく科技庁時調費によ

る総合研究が実施されることに次り地質調査

所もこの研究の一部を分担した.

近年の災害調査では災害発生直後に各機関

が独自に紫色調査を行ったあと科技庁の予算

等により各機関が研究を分担して総合研究を

行うようになって来たことが特徴である.

嚢

胞寂地兇

○卯“㈹dノ〃竈万舳～

㌰�

第2図伊原･石井(1932)のスケッチの一部�
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表2火山噴火調査の年表

年

明治15年(1882)

明治21年(1888)

明治25年(1892)

明治26年(1893)

明治28年(1895)

明治33年(1900)

明治34年(1901)

明治35年(1902)

明治39年(1906)

明治42年(1909)

明治43年(1910)

明治45年(1912)

大正3年(1914)

大正5年(1916)

大正14年(1925)

昭和4年(1929)

昭和13年(1938)

昭和15年(1940)

回召手口19手F(1944〕

昭和25年(1950)

昭和37年(1962)

回召千日45`牢(1970)

昭和48年(1973)

昭和49年(1974)

昭和50年(1975)

昭和52年(1977)

昭和53年(1978)

昭和54年(1979)

火山噴火等(日時)調査者

地質調査所設立(II,13.)

磐梯山噴火(W,15.)和田維四郎

･大塚専'

一緩災予防調査会設立(lX,27.)_

吾妻山(一切経ヶ岳)噴火

(Y,19.一W)

調査内容

蔵ヨ≡山噴火('95J97)

霧島山噴火('94～'97)

安達太良山噴火('99～'OO)

国後島羅臼火山鳴動

鳥島噴火

阿蘇山噴火(W,8.)

橡前火山噴火(iI卜w)

浅間山噴火(II)

有珠山噴火(珊一X)

伊豆犬島三原山噴火

桜島犬正瞭火(I,12.～W)

十勝岳噴火('25山'26)

北海道駒ヶ岳噴火(W,17.一

皿,6.)

草津白根山活動('37～'39)

三宅島雄山噴火(W,12.一㎜,6.

有珠火山活動･昭和新山

伊豆大島噴火('50-51)

焼岳噴火(珊,17.)

十勝岳噴火(VI,29.)

三宅島噴火(皿)

秋田駒ヶ岳噴火(X,18.一)

浅間火山の活動(Iト)

鈴木敏･フ

エスカ･三

浦宗次郎･他

巨智部忠承

山上萬次郎

井上穂之助

金原信泰

金原信泰

伊木常誠

佐藤伝蔵

佐藤伝蔵

佐藤伝蔵

岡村要蔵

佐藤伝蔵

佐藤伝蔵

佐藤文止

赤木健

渡瀬正三郎

)河野密

沢村孝之助

一色直記

佐藤博之･他

曽屋龍典.他

木村政明･他

磐梯山噴火(佃､17～26.)

吾妻火山調査

宮域県蔵王山破裂調査

鹿児島県霧島山爆発調査

福島県下沼尻火山破裂原因

調査

国後島羅自火山鳴動調査

鳥島地質調査

阿蘇新噴火口調査(1909)

榑前火山爆裂実況調査

法問火山爆裂実況調査

有珠火山爆裂実況調査

伊豆三原火山ノ活動調査

薩摩桜島火山爆発調査

薩摩国桜島火山調査(I1ト

1V)中

北海道十勝岳爆発調査

(Y,29.山VI,18.)!

駒柏噴火調葦

(W,2;.一W､ユ6.)･

群馬県白根火山調査

(V,15.山19.)

東京府三宅島地質調査

(X､一7.二対二会8.)

緊急調査

緊急調査

緊急調査

緊急調査

緊急調査

一工技院特研｢国際地球内部開発研究｣('73-77)一

桜島の活動1小野晃司.他1緊急調査

一測地番､火山噴火予知研究の推進を建議(V,29.)一

一火山噴火予知連絡会(事務局:気象庁)発足一

伊豆大島噴火1木村政昭1緊急調査

一第1次火山噴火予知研究計画一

一測地番､火山噴火予知研究計画の一部見直しについての建議(皿,251)一

有珠火山噴火(㎜,6.一)石田正夫･他緊急調査
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